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ガス・クロマトグラフを用いて分析した。標準物質として， N-アセチノレー 3 一 0- (2' ヒドロ
キシエチノレ) -Dーグノレコサミン， N アセチル-6 -0-(2'ーヒドロキシエチノレ) -Dーグ
ノレコサミンおよびそれらの糖アルコールを合成した。グリコーノレ・キチンの酸加水分解物をガス
・クロマトグラフで分析し， N-アセチーノレ-Dーグノレコサミン， N-アセチノレー 3 -0-(2' 




する糖ア Jレコーノレの分析を行なった。その結果， N アセチノレーDーグノレコサミンと N-アセチ




さらに，消化物に含まれるオリゴ糖を， Sephadex G-15 と Bio-Gel P-2 によるゲノレロ過お
よび、ペーパー・クロマトグラフによって分離精製した。構造解析の結果， (l)N-アセチル-Dー
グノレコサミン， (2)N , N'ージアセチノレーキトピオーズ， (3)N , N'ージアセチノレー 3-0ー (2'
ーヒドロキシエチノレ)ーキトピオーズ， (4)N , N'ージアセチノレ-6'-0ー (2'ーヒドロキシエチ
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Jレ)ーキトピオーズ，および， (5) N , N' ージアセチノレー3 ， 6' ジ-0- (2' ーヒドロキシエチ
jレ)ーキトピオーズの 5 種類の糖を同定した。









以上の結果を総括すると， 3 位の水酸基が置換されたグノレコサミン残某は Phillips のモデノレ
における sub-site D と F に結合できるが， sub-site C と E には結合できない。また，乙れと
は逆に 6 位の水酸基が置換されたものでは sub-site C と E には結合できるが， sub-site D と




さらにX一線結晶解析によって高次構造までが明らかにされている。 また乙の酵素と N， N, 












2. N, N-Acetyl-chitobiose 
3. 3-Hydroxyethyl-N, N-acetyl-chitobiose 
4. 6'-Hydroxyethyl-N, N-acetyl-chitobiose 
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5. 3, 6'-Dihydroxyethyl-N, N-acetyl-chitobiose 
これらの酵素反応生成物は， X一線研究よりの仮説の正当性を支持するものである。以上の如
く，原君の業績は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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